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アカシア探険隊
ＭⅠ・2017（冬）　

～カープ球団潜入の巻～

59回　松田 元 氏
まつ　だ　はじめ

～㈱広島東洋カープ　　 　　
オーナー・代表取締役社長～

P r o f i l e

隂山：25年ぶりのリーグ優勝です! 向
井会長！
会長：編集委員長自らオーナーにお話
を聞かにゃいけんじゃろ。
隂山：はい。
会長：私は優勝祈願の大きなチョコ
レート（写真参照）をオーナーに進呈
した。本当に優勝出来てうれしい限
りだ。たのむぞ。
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆
ということで今回は、広島東洋カープ
オーナー・代表取締役のアカシア59回
松田元さんにお話を伺ってきました。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・
隂：25年ぶりのリーグ優勝本当におめ
でとうございます。優勝した時のお
気持ちをお聞かせください。
松：自宅でテレビを観ていたが、自分
が思っていたよりも涙が出なかっ
た。うれしいというよりも肩の荷が
おりたという感じだ。これで、やっ
と地域に恩返しができたという気持
ちが強い。
隂：25年間の苦労はありましたか。

松：先人の人々が広島に原爆が投下さ
れて４年後球団を創設し、1950年に
はリーグ戦に参加させた。この先人
の方々の苦労を考えれば、25年間の
苦労なんて苦労と思えるものではな
い。
隂：マツダスタジアムという球場につ
いての思い・こだわりについて聞か
せてください。
松：マツダスタジアムという球場はま
ず、みなさんに作って頂いた球場で
ある。
　　広島の皆様が「日本一素晴らしい
球場」だと誇れるようなものにした
かった。そこを頑張ったつもりだ。
言い換えると人が集う場所、そして
楽しめる場所として考えた。つま
り、野球場という競技場ではなく、
野球をやっている場所に皆が集まっ
て「競技として野球を楽しむ人」と
｢競技としての野球に興味のない人｣
が一つの空間を共有して一緒になっ
て楽しめる場所でないといけないと
考えた。
　　つぎに３世代の人々が同時に楽し
める球場が欲しかった。たとえば、
野球の好きなおじいちゃんが２歳の
孫を預かって野球場に来た。一緒に
席に座って、野球を観る。そのうち
に孫は観戦に飽きてじっとしていら
れない。その時には、コンコースを
手を繋いで歩き、バルーンで遊ばせ
たり、ジュースを飲んだりして、一
緒にそのひと時を共有し楽しむこと
ができるそんな空間を作りたいと
思った。
隂：これからカープ球団として進む道
をどうお考えですか。
松：これはもう明らかである。人口が
110万人余りの広島市と周辺を入れ
ても150万人余り。これを背景にプ
ロ野球球団を経営してゆくのは結構
大変な事だと思っている。その中に
おいて他の球団よりもりっぱで、ま

た応援して頂く皆さんから誇りに
思って頂けるようなに球団を目指し
てやっていかないといけない。

隂：さて、ここからは附属の時のお話
をお聞かせ頂くわけですが、先輩と
の出会いは附中、附高を通じてクラ
ブ活動のバレーボール班での上下の
繋がりでした。まず、クラブ活動で
バレーボールを選ばれたのは？

松：中学３年の時のクラスマッチでた
またまバレーをやり、サーブとかが
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結構きまり、これは面白いとそれま
での柔道からバレーボールに移った
のが最初の出会いだろう。
隂：中学に入学した時から柔道だった

のですか？
松：いやいや、中学１年は硬式テニス

に入ったが、ランニングが激しくて、
これはついていけないとすぐに辞め
た（笑）
隂：ご指導頂いた先生は中本薩雄先

生、鈴木弘先生でしょうか？
松：そうです。中本先生は淡々とやっ

ておられて、本当に穏やかであり、
怒られた記憶もない。穏やかで包む
ように指導を受けたという印象だ。

　　鈴木先生は教師と生徒という関係
だけでなく、本当に恩師というのを
感じさせる先生だった。一番多感な
時期に最初に会った若くて厳しくも
あり、かと言って厳しさばかりでな
く、本当に親身になってくれた先生
の印象だ。
隂：中本先生のOBOG写真集の中に、

先輩が同期の皆さんと鈴木先生ご夫
婦とともに先生のご自宅で鍋を囲ん
での写真を見ました。
松：何度かクラブの連中達で先生のご

自宅へ押し掛けた記憶がある。楽し
い思い出だ。
隂：バレーボールを通じて先輩が培っ

たものは何かありますか?
松：厳しくもまた優しい指導の元で、

自分がバレーボールの選手として、
レギュラーとして、またエースとし
て活躍できた事でスポーツマンとし

ての｢自信｣をつけたというところだ
と思う。

　　そして、同期の仲間との繋がりだ。
厳しい練習の中でも、クラブ以外の
時でも楽しい時を過ごし、今でも親
しい付き合いをしている。

隂：私は４年後輩として、中学高校と
続けて技術面もさることながら精神
面でも鍛えて頂きました。あの頃の
後輩に対する思いをお聞かせ下さ
い。

松：人が伸びてゆく姿はすばらしいと
思った。能力が発揮できていない後
輩がちょっとした事から発揮し伸び
てゆくという姿はすばらしいという
事だ。

　　それぞれがそれぞれ違う能力を、
限られた練習時間中や合宿、また本
番の試合で発揮する。先輩として指
導してきた者からみると後輩のその
成長度は感動に値するだろう。彼ら
のポテンシャルを引き出す事ができ
た事、その一助になれた事をうれし
く思う。練習方法、時には厳しい練
習もあるかもしれないが、このよう
に考えたらどうかというように話が
お互いできた事も良かったと感じて
いる。

隂：多くのOBOGの諸先輩方が母校に
足を運んで指導して頂いた事、私も
そうですがクラブに入っていて良
かったという印象は今でも忘れてい
ませんし、バレーボール班に限らず
どこの班でもこの伝統は続けてほし
いと思います。

　　在校生へのメッセージをお願いし
ます。

松：中学・高校と６年間を過ごすとい
う事でいえば、「附属」という環境
はすばらしいのではないかと思って
いる。特に私はクラブを通じての繋
がりが多かったので、多くの先輩、
後輩に出会う事ができた。それらの
思い出は良い思い出になりすぎてそ

れらの出会いは楽しく今でも強く心
に残っている。

　　逆に良い思い出になりすぎて今と
なっては附属に近づくとそれらの思
い出が溢れ出てしまって怖いぐらい
の感じだ。

　　学業、クラブ、行事等を通じて、
附属という素晴らしい環境の中で大
きく成長して頂きたいと思う。

隂：アカシアの皆様にもお願いしま
す。

松： 25年ぶりの優勝でアカシアの皆
様にも喜んで頂けたと思うけれど、
しかしながら25年間の間にもう一度
観る事もなく、また若い方で一度も
観る事もなく去っていってしまった
方々の事を考えると、25年という歳
月の重さを感じているところだ。

隂：本日は大変お忙しい中、カープの
お話、クラブ活動のお話本当にあり
がとうございました。

　　これから、優勝パレード等行事が
目白押しですし、来季の構想等ご多
忙を極めると思いますが、どうか先
輩頑張って下さい。

松：ありがとう。来年も応援を宜しく。
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆
隂山：会長、お話を聞いてきました。

いいお話を頂きました。
会長：来季もわしは全力で応援する

ぞ。来年は何を進呈するか今から考
えにゃいけん。
隂山：宜しくお願いします。
 隂山 秀明（63回）

松田氏（左）と隂山氏（右）


